
一
、
第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
発
足
に
至
る
ま
で
の
経
緯

西
欧
諸
国
に
お
け
る
国
立
劇
場
の
歴
史
は
古
い
が
、
今
日
、
そ
の
西
欧
諸
国

を
は
じ
め
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国
々
が
、
国
立
劇
場
を
、
し
か
も
多
く
の
場
合

複
数
の
国
立
劇
場
を
持
っ
て
い
る
。

わ
が
国
で
も
国
立
劇
場
設
立
運
動
が
遠
く
明
治
の
初
年
か
ら
あ
っ
た
。
明
治

四
四
年
開
場
の
帝
国
劇
場
は
そ
う
し
た
気
運
の
産
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
国
立
劇
場
設
立
の
動
き
は
大
正
年
間
に
も
あ
り
、
昭
和
―
一
年
に
は
議
会

に
「
国
立
劇
場
設
置
に
関
す
る
建
議
案
」
が
提
案
さ
れ
、
可
決
も
さ
れ
た
が
、

実
現
を
見
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
戦
後
間
も
な
く
国
立
劇
場
の
必
要
性
が
再

び
強
く
叫
ば
れ
、
二
ニ
年
に
総
理
大
臣
の
委
嘱
に
よ
る
演
劇
文
化
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
国
立
劇
場
の
設
立
に
つ
い
て
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
こ
の
時
も
日
の
目
は
見
な
か
っ
た
。

国
立
劇
場
の
具
体
的
な
設
立
計
画
が
緒
に
つ
い
た
の
は
、
昭
和
三

0
年
文
化

第
一

＾

解

説

＞

, .. 

装
置
を
設
備
す
る
の
が
万
全
の
策
で
あ
る
。

‘

i

r

f

J

1

‘

日

Fし
1t'.ン
-
≪
火
'
:
)
‘
・
一
、

財
保
護
委
員
会
に
「
芸
能
施
設
調
査
研
究
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
後
の
経
過
を
列
記
す
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三
一
・
三
・
八
ー
ー
ー
同
協
議
会
「
国
立
劇
場
に
関
す
る
答
申
」
提
案

（
答
申
の
概
要
）

•
国
立
劇
場
の
目
的
日
本
民
族
の
文
化
遺
産
で
あ
る
古
典
芸
能
を
正
し
く
保

存
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
世
代
の
芸
能
の
創
造
発
展
を
図
る
。

・
施
設
大
劇
場
、
小
劇
場
、
音
楽
大
ホ
ー
ル
、
音
楽
小
ホ
ー
ル
、
オ
ペ
ラ
劇

場
、
能
楽
堂
を
建
設
す
る
。
（
音
楽
大
ホ
ー
JV

、
音
楽
小
ホ
ー
ル
、
オ
ペ
ラ

劇
場
、
能
楽
堂
は
第
二
次
計
画
と
し
て
建
設
す
る
）

三
一
・
三
・
一
七
|
ー
文
化
財
保
護
委
員
会
「
国
立
劇
場
設
立
基
本
要
綱
」
決

定
（
内
容
は
右
答
申
と
ほ
ぼ
同
様
）

三
一
•
四
・
一
七
ー
|
'
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
設
置
閣
議
決
定

三
三
・
―
-
.
―
ニ
ー
—
パ
レ
ス
ハ
イ
ツ
跡
に
敷
地
決
定

三
四
•
六
・
ニ
六
ー
ー
鳥
右
協
議
会
「
国
立
劇
場
設
立
基
本
要
項
」
答
申

文
化
庁
文
化
部
文
化
普
及
課

国

立

劇

場

の

設

立

準

備

ー 47-
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月
合
さ
こ
ヽ
子
月
）
年
目
、
と
周
忙
斧
義
さ
士
る

A
)
0
、
欠
乃
と
お
り
専

2
 

（ウ）

演
劇
部
会

審
議
事
項

六
月
二
七
日
ま
で
の
間
、
部
会
七
回
、
小
委
員
会
八
回

（
答
申
の
概
要
）

•
国
立
劇
場
の
目
的
日
本
芸
能
の
伝
統
を
正
し
く
保
存
す
る
と
と
も
に
、
新

し
い
芸
能
の
創
造
発
展
を
図
る
。

・
施
設
第
一
劇
場
（
古
典
芸
能
1
1
約
一
、
五

0
0
人

収

容

）

第

二

劇

場

（
現
代
芸
能
Ij
約
二
、

0
0
0
人
収
容
）
第
三
劇
場
（
小
劇
場
向
き
の
芸

能
Il約
八

0
0
人
収
容
）
能
楽
堂
（
能
・
狂
言

ii約
八

0
0
人
収
容
）

三
六
・
ニ
・
一
六
ー
—
同
協
議
会
に
お
い
て
、
施
設
の
内
容
を
①
約
一
、

八
0
0人
収
容
の
伝
統
芸
能
の
上
演
を
主
と
す
る
劇
場
②
資
料
、
調

査

、

養

成

関

係

施

設

と

す

る

こ

と

に

修

正

決

定

｀

＇

三
七
・
七
・
七
ー
ー
文
化
財
保
護
委
員
会
「
建
設
規
模
実
施
要
項
概
要
」
内
定

①
劇
場
（
伝
統
芸
能
約
一
、
八

0
0
人
収
容
）
②
資
料
、
調
査
、

養
成
（
約
七

0
0
人
収
容
の
小
ホ
ー
ル
を
含
む
）
及
び
管
理
関
係
施
設

三
九
・
八
・
八
|
—
起
工
四
一
・
六
・
ニ
七
ー
ー
国
立
劇
場
法
公
布

四
一
・
七
・
一
ー
ー
特
殊
法
人
国
立
劇
場
発
足

四
一
・
十
・
三
了
ー
ー
竣
工
四
一
・
十
一
・
一
ー
ー
開
場

こ
の
よ
う
な
経
過
で
、
当
初
の
「
古
典
芸
能
を
正
し
く
保
存
す
る
」
と
と
も

に
「
新
し
い
芸
能
の
創
造
発
展
を
図
る
」
と
い
う
二
つ
の
目
的
の
う
ち
、
前
者

だ
け
が
一
足
先
に
実
現
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
主
と
し
て
敷
地
の
制
約
等

の
技
術
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
立
劇
場
の
理
念
自
体
の
変
更
や
縮

小
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
国
立
劇
場
法
の
成
立
に
当
た
り
な
さ
れ

た
「
政
府
は
、
伝
統
芸
能
以
外
の
芸
能
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、
施
設
そ
の
他

に
つ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
附
帯
決
議
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
現
代
芸
能
の
た
め
の
国
立
劇
場
の
設
立
は
き
び
す
を
接
す
る
課
題
で

あ
っ
た
。
'

組
織
及
び
舞
議
経
過

ア

組

織

第
二
国
立
劇
場
設
立
に
つ
い
て
本
格
的
検
討
を
開
始
す
る
た
め
、
四
七
年
一

二
月
―
二
日
「
第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
設
置
要
項
」
が
定
め
ら
れ

た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
第
二
国
立
劇
場
設
立
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た

め
、
文
化
庁
に
第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
を
懺
く
。

＠
協
議
会
は
、
文
化
庁
長
官
が
委
嘱
す
る
三

0
人
以
内
の
委
員
で
組
織
す

ー

l

-

、
第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
に
お
け
る
審
議

国
立
劇
場
開
設
後
、
現
代
芸
能
の
た
め
の
国
立
劇
場
（
築
二
国
立
劇
場
）
設

立
の
要
請
が
関
係
方
面
を
中
心
に
一
層
高
ま
り
、
四
六
年
度
予
算
に
第
二
国
立

劇
場
調
査
の
た
め
の
経
費
一
五
八
万
一
千
円
が
計
上
さ
れ
、
諸
外
国
の
主
要
劇

場
の
実
態
調
査
、
現
代
芸
能
関
係
者
と
文
化
庁
長
官
等
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ

た
。
四
七
年
度
予
算
に
は
調
企
費
五
四
六
万
四
千
円
が
計
上
さ
れ
、
引
き
続
き

諸
外
国
の
主
要
劇
場
調
査
、
現
代
芸
能
関
係
者
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

（
懇
談
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
主
な
意
見
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

①
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
新
劇
等
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場

は
早
急
に
設
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

②
全
国
各
地
へ
の
巡
回
公
演
を
併
せ
行
う
べ
き
で
あ
る
。

⑧
現
代
芸
能
に
関
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
併
せ
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

④
現
代
芸
能
関
係
の
芸
術
家
の
養
成
を
併
せ
行
う
べ
き
で
あ
る
。

⑤
現
代
芸
能
に
つ
い
て
総
合
的
機
能
を
果
た
す
現
代
芸
能
セ
ン
タ
ー
的
性
格

を
持
つ
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
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る。R
協
議
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
専

門
委
員
会
を
置
く
。

事
業
専
門
委
員
会
目
的
、
性
格
及
び
事
業
に
関
す
る
事
項

施
設
専
門
委
員
会
施
設
に
関
す
る
事
項

管
理
運
営
専
門
委
員
会
管
理
運
営
に
関
す
る
事
項

R
専
門
委
員
会
に
、
そ
の
付
託
す
る
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
部
会
を
置
く
。

の
協
議
会
こ
の
要
項
に
基
づ
い
て
二
九
名
の
委
員
か
ら
成
る
協
議
会
が
組

織
さ
れ
、
そ
の
第
一
回
会
合
が
、
四
七
年
―
二
月
二

0
日
開
か
れ
た
。

い
専
門
委
員
会
協
議
会
に
は
三
つ
の
専
門
委
員
会
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
事
業
内
容
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
、
施
設
の
計
画
も
、
そ
れ

に
伴
う
運
営
管
理
の
計
画
も
立
て
難
い
の
で
、
ま
ず
事
業
専
門
委
員
会
を
発
足

さ
せ
る
こ
と
と
し
、
三
五
名
の
委
員
か
ら
な
る
事
業
専
門
委
員
会
が
置
か
れ

た。⑰
部
会
検
討
課
題
は
、
各
分
野
ご
と
に
多
岐
に
わ
た
り
、
か
つ
、
詳
細
な

検
討
を
要
す
る
た
め
、
事
業
専
門
委
員
会
に
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
の
一
一
一
部
会

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
音
楽
部
会
三
四
名
、
舞
踊
部
会
二
五
名
、
演
劇

部
会
二
六
名
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
た
。

イ
審
議
経
過

四
八
年
二
月
九
日
事
業
専
門
委
員
会
の
第
一
回
の
会
議
及
び
各
部
会
の
第
一

回
会
議
が
合
同
で
開
か
れ
、
以
後
次
の
よ
う
な
日
租
で
検
討
が
行
わ
れ
た
。

切
音
楽
部
会
五
月
三
一
日
ま
で
の
間
、
部
会
七
回
、
小
委
員
会
一
四
回

い
舞
踊
部
会
五
月
三
一
日
ま
で
の
間
、
部
会
六
回
、
小
委
員
会
六
回

演
劇
部
会

2

審
議
事
項

各
部
会
に
お
い
て
共
通
的
に
検
討
さ
れ
た
事
項
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

①
第
二
国
立
劇
場
の
性
格

②
第
二
国
立
劇
場
の
事
業

公
演
事
業
（
公
演
種
目
、
公
演
型
態
、
公
演
の
た
め
の
組
織
の
概
要
）

養
成
事
業
、
調
査
研
究
事
業
、
資
料
・
情
報
の
収
集
・
保
存
・
提
供
事
業

③
所
要
施
設
の
穂
類
と
型
態
の
概
要

3

部
会
に
お
け
る
審
議
の
ま
と
め

各
部
会
に
お
い
て
は
、
前
記
審
議
事
項
に
つ
い
て
慎
重
な
検
討
を
霊
ね
た
結

果
、
こ
の
ほ
ど
部
会
ご
と
に
事
業
専
門
委
員
会
に
対
す
る
報
告
を
ま
と
め
た
。

報
告
内
容
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ア
第
二
国
立
劇
場
の
性
格

⑦
現
代
芸
能
の
創
造
、
普
及
及
び
そ
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
事
業
を
総
合

的
に
行
う
組
織
体
（
現
代
芸
能
振
興
の
中
枢
的
機
関
）
と
す
る
。
こ
の
た
め

①
自
ら
優
れ
た
公
演
を
企
画
・
制
作
・
提
供
す
る
体
制
を
有
す
る
。
す
な

わ
ち
、
現
代
芸
能
の
創
造
普
及
が
理
想
的
に
行
い
う
る
完
備
し
た
劇
場
施
設

設
備
と
水
準
の
高
い
所
要
の
組
織
を
有
す
る
。

②
現
代
芸
能
に
関
す
る
所
要
の
専
門
家
の
養
成
を
行
う
た
め
の
組
織
と
施

設
を
有
す
る
。

⑤
現
代
芸
能
に
関
す
る
資
料
や
情
報
の
収
集
・
保
存
・
提
供
事
業
及
び
調

査
研
究
事
業
を
行
う
た
め
の
組
織
と
施
設
を
有
す
る
。

い
全
国
民
の
た
め
の
劇
揚
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
自
ら
企
圃
制
作
し
た
現
代

び
ヂ
岳
目
〇
．
息
且
含

r
f
y
t
;
,
r、
と

1=-＝-
t

”

(

I

と
い
う
附
帯
決
議
に
見
ら
れ
る

た
一
政
府
は
、
伝
称
芸
菌
じ
冽

び
す
を
接
す
る
課
題
で

に
つ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
す
べ
き
で
あ
る
」

よ
う
に
、
現
代
芸
能
の
た
め
の
国
立
劇
場
の
設
立
は
き

あ
っ
た
。
．

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
諺
す
そ
た

。

①
第
二
国
立
劇
場
設
立
に
関
す

め
、
文
化
庁
に
第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
眠
会
を
置
く

が
委
嘱
す
る
一
＿

loiCA4

＠
協
議
会
は
、
文
化
庁
長
官

ー 49-

（ウ）

六
月
二
七
日
ま
で
の
間
、
部
会
七
回
、
小
委
員
会
八
回



芸
餌
の
全
国
的
な
巡
回
公
演
、
現
代
芸
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
等
を
行
い
、

全
国
各
地
の
人
々
が
第
二
国
立
劇
場
の
成
果
を
享
受
で
ぎ
る
よ
う
に
す
る
。

⑰
現
代
芸
能
の
海
外
と
の
交
流
の
拠
点
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
自
主
制
作
し

た
現
芸
能
の
海
外
で
の
公
演
、
海
外
の
現
代
芸
能
の
招
致
上
演
、
資
料
・
情
報

の
交
換
及
び
人
物
交
流
等
を
行
う
。

イ
第
二
国
立
劇
場
の
事
業

⑦
公
演
事
業

①
公
演
種
目
（
自
ら
企
画
制
作
す
る
公
演
種
目
）
．

音
楽
オ
ペ
ラ
（
室
内
オ
ペ
ラ
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
含
む
。
）
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
、
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
、
そ
の
他
の
コ
ン

サ
ー
ト

舞
踊
バ
レ
エ
、
現
代
舞
踊

涼
劇
現
代
演
劇

②

公

演

型

態

a

劇
場
施
設
で
の
自
主
公
演

。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
の
公
瘤
ォ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
公
演
・
臨
時
公
演

合
唱
（
大
規
模
）
定
期
公
演
。
臨
時
公
演
青
少
年
対
象
コ
ン
サ
ー
ト
そ

の
他
（
芸
術
祭
・
音
楽
祭
公
演
。
特
別
演
奏
会
•
海
外
と
の
交
流
公
演
等
）

・
室
内
楽
ホ
ー
ル
で
の
公
演
室
内
楽
定
期
公
演
。
臨
時
公
演
合
唱
定
期
公

演
・
臨
時
公
演
青
少
年
対
象
n

ン
サ
ー
ト
そ
の
他
（
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

JV

の
場
合
と
同
様
）

•
オ
ペ
ラ
・
バ
レ
エ
・
現
代
舞
踊
の
た
め
の
劇
場
で
の
公
演
オ
ペ
ラ
公
演

バ
レ
ェ
公
演
現
代
舞
踊
（
大
規
模
）
公
派
青
少
年
対
象
の
こ
れ
ら
の
公

演
そ
の
他
ぐ
ス
。
〈
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
。
芸
術
祭
・
音
楽
祭
公
演
・
洵
外
と
の

相
当
数
の
芸
術
家
、
伎
術
者
、

分
芸
術
家
等
の
養
成
専
業

。
る
ヽ

技
詣
者
が
払
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
＞

交
流
公
紅
等
)

・
渡
劇
劇
場
で
の
公
演
演
劇
公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
室
内
オ
ベ
ラ
公

演
現
代
舞
踊
公
浪
そ
の
他
（
芸
術
祭
公
演
•
海
外
と
の
交
流
公
演
等
）

・
舞
台
芸
術
小
劇
場
で
の
公
演
涌
常
の
劇
場
様
式
で
は
芸
術
上
の
効
果
を
十

分
に
発
揮
で
き
な
い
演
目
及
び
新
し
い
形
式
の
舞
台
芸
術
の
公
演

b

劇
場
施
設
の
提
供
、

劇
場
施
設
は
、
一
定
の
条
件
の
下
に
、
現
代
芸
能
の
振
興
を
目
的
と
す
る
事

業
等
の
た
め
の
利
用
に
供
さ
れ
る
。

C

地
方
巡
回
公
演

自
主
制
作
公
演
を
中
心
に
、
現
代
芸
能
の
大
規
模
な
地
方
巡
回
公
演
（
一

般
•
青
少
年
対
象
）
を
行
う
。

d

海
外
へ
の
派
遣
公
演

自
主
制
作
公
演
を
中
心
に
、
流
外
に
お
い
て
現
代
芸
能
公
演
を
行
う
。

③
公
演
の
た
め
の
組
織

西
欧
諸
国
の
劇
場
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
よ
く
し
、
公
演

を
水
準
の
高
い
も
の
と
す
る
た
め
、
公
演
種
目
に
応
じ
て
必
要
な
芸
術
家
集
団

を
備
え
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
第
二
国
立
劇
場
に
常
置
す
べ
き
芸
術
家
集
団

と
し
て
部
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
合
唱
団
舞
踊
団
（
バ
レ
ェ
、
現
代
舞
踊
）
演
劇
俳
優

ァ
ン
サ
ン
プ
ル

こ
れ
ら
の
芸
術
家
集
団
と
の
契
約
関
係
は
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る
が
、
こ

の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
に
ま
つ
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
右
の
ほ
か
、
自
主
制
作
公
演
の
た
め
、
制
作
、
演
出
、
音
楽
（
指
揮

者
等
）
、
文
芸
、
衣
裳
、
照
明
・
音
響
、
大
道
具
・
小
逆
具
な
ど
の
各
分
野
に

必
要
な
資
料
・
情
報
を
収
渠
。
保
存
し
、
利
直
に
供
す
る
磯
讐
桑
た
す
機
関

が
な
く
、
対
内
、
対
外
共
に
需
要
に
応
え
ら
れ
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
な
ど
か

9
9
9
、
：
ー
・
・
ト
：
）
・

'
.
r
_
f
1、
)
，
吝

y
2
/
:
•
1

卜

t
-
1
-
、
こ
ノ
ヨ
子
，

3

ヽ
つ
ま
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相
当
数
の
芸
術
家
、
按
術
者
、
技
能
者
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

り
芸
術
家
等
の
養
成
裏
業

現
代
芸
能
創
造
の
中
枢
的
機
関
で
あ
る
第
二
国
立
劇
場
に
常
置
さ
れ
る
芸
術

家
、
技
術
者
等
に
は
ひ
と
き
は
優
れ
た
芸
術
性
や
高
度
の
技
術
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
教
育
制
度
の
下
で
は
養
成
教
育
が
な
さ
れ
て
い
な
い

分
野
、
な
さ
れ
て
は
い
て
も
十
分
で
は
な
い
分
野
な
ど
を
中
心
に
特
別
の
養
成

教
育
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
部
会
に
お
い
て
特
別
の
養
成
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
分
野
、
養
成
方
法
の
概
略
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

音
楽
オ
ペ
ラ
ソ
リ
ス
ト
（
声
楽
科
卒
業
者
を
対
象
に
一
、
二
年
の
現
職
教
育

を
行
う
）
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
合
唱
団
の
楽
員
（
研
修
生
制
度
に
よ
り
行
う
）

舞
踊
舞
踊
手
（
修
業
年
限
四
年
租
度
の
養
成
機
関
を
設
け
、
若
年
時
か
ら
技

術
中
心
の
教
育
を
行
う
）

演
劇
俳
優
・
演
出
家
（
演
劇
の
理
論
的
・
技
術
的
基
本
を
中
心
と
す
る
三
年

租
度
の
本
科
（
高
卒
以
上
対
象
）
と
上
演
実
習
を
中
心
と
す
る
二
年
租
度
の

研
究
科
（
本
科
卒
対
象
）
か
ら
成
る
教
育
機
関
を
設
け
て
行
う
）

共
通
ス
タ
ッ
フ
及
び
衣
裳
、
照
明
等
の
技
術
者
｀
技
能
者
（
海
外
研
修
又
は

海
外
か
ら
の
指
導
者
招
致
に
よ
る
）

養
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
教
育
制
度
と
の
関
係
等
検
討
す
べ
き
課
題
が

多
い
の
で
、
今
後
専
門
の
部
門
を
設
け
て
一
層
深
く
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

ゥ
‘
、
レ
号
公
演
現
代
舞
踊
（
大
規
模
）
公
演
青
少
年
対
象
の
こ
れ
ら
の
公

資
料
・
情
報
の
収
集
・
保
存
・
提
供
及
び
調
査
研
究
事
業

第
二
国
立
劇
場
に
お
け
る
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
必
要

な
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
加
え
て
、
第
二
国
立
劇
場
を
も
っ
て
現
代
芸
能
振

興
の
中
枢
的
機
関
と
す
る
観
点
及
び
わ
が
国
に
は
現
代
芸
能
全
般
に
わ
た
っ
て

必
要
な
資
料
・
情
報
を
収
渠
。
保
存
し
、
利
直
に
供
す
る
磯
陥
を
呆
た
す
機
関

が
な
く
、
対
内
、
対
外
共
に
需
要
に
応
え
ら
れ
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
現
代
芸
能
全
般
に
わ
た
っ
て
所
要
の
槻
能
を
十
分
に
果
た
し
得
る
い
わ
ば

「
現
代
芸
能
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
も
い
う
べ
き
施
設
を
付
置
す
る
よ
う
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
機
能
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
現
代
芸
能
に
関
す
る
専
門
図
書
餌
と
し
て
の
機
能

②
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能

③
全
国
の
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
機
能

④
資
料
博
物
舘
と
し
て
の
楓
能

⑤
国
際
的
資
料
・
情
報
交
換
の
拠
点
、
窓
口
と
し
て
の
機
能
｀

⑥
調
査
研
究
と
し
て
の
機
能

⑦
公
演
事
業
及
び
資
料
・
情
報
に
基
づ
く
広
報
活
動

⑧
劇
場
の
動
向
、
現
代
芸
能
に
関
す
る
定
期
刊
行
物
、
図
書
の
刊
行

右
の
う
ち
、
「
資
料
・
情
報
の
収
集
・
保
存
。
提
供
事
業
①
ー
⑤
」
と
し
て

は
、
収
集
・
保
存
の
ほ
か
、
閲
覧
．
貸
出
し
、
展
示
、
文
献
情
報
サ
ー
ビ
ス
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
目
録
作
成
、
内
外
の
研
究
機
関
。
劇
場
・
団
体
等
と
の
交
換

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
資
料
・
情
報
」
の
例
と
し
て
は
、
図
書
・

逐
次
刊
行
物
、
視
聴
覚
資
料
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ボ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

楽
譜
・
上
演
台
本
。
プ
ラ
ン
（
演
出
。
装
置
・
照
明
等
）
・
舞
台
模
型
等
、
記

録
写
真
、
衣
裳
・
小
道
具
・
楽
器
、
追
品
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
調
査
研
究
事
業
⑥
」
と
し
て
は
、
現
代
芸
能
上
演
史
、
楽
譜
•
楽

器
、
オ
ペ
ラ
訳
詞
、
舞
踊
譜
、
舞
踊
音
楽
・
合
成
音
楽
等
、
演
出
・
装
置
・
照

明
等
に
関
す
る
調
査
研
究
の
ほ
か
、
内
外
の
現
代
芸
能
に
関
す
る
静
態
・
動
態

調
査
、
記
録
、
統
計
的
資
料
の
作
成
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
o
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一
一
部
会
の
報
告
を
整
理
し
、
同
委
員
会
と

委
員
会
と
し
て
、
統
一
的
立
場
か
ら
一

し
て
の
協
議
会
へ
の
報
告
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

団
凡
手
度
以
降
の
計
画

次
に
、
「
広
報
活
動
⑦
ー
⑧
」
と
し
て
は
、
第
二
国
立
劇
場
の
活
動
及
び
内

外
の
現
代
芸
能
状
況
に
閲
す
る
俯
報
の
収
集
と
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
、
機
関
誌
。
図
書
等
の
刊
行
、
レ

n
ー
ド
・
テ
ー
プ
・
フ
ィ
ル
ム
製
作
、

購
演
会
。
諧
習
会
の
開
催
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ェ
主
要
施
設
の
種
類
と
規
模

各
部
会
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、
第
二
国
立
劇
場
の
施
設
と
し
て
必
要
と
さ

れ
た
も
の
を
列
記
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

音

楽

オ

ペ

ラ

劇

勘

客

膨

数

約

二

、

0
0
0

小

劇

場

約

六

0
0

コ

ン

サ

ー

ト

ホ

ー

ル

約

二

、

五

0
0

室

内

楽

ホ

ー

ル

約

一

、

0
0
0

舞

踊

バ

レ

エ

・

現

代

舞

踊

劇

場

約

二

、

0
0
0

小

劇

場

約

八

0
0ー
一
、

o・oo

演

劇

現

代

演

劇

劇

場

約

一

、

0
0
0

小

劇

揚

約

四

0
0

共
通
製
作
所
、
倉
庫
、
養
成
施
設
、
此
直
報
セ
ン
タ
ー
施
改
、
管
狸
施
設

こ
れ
ら
の
う
ち
劇
場
・
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
共
用
可
能
の
も
の
が
あ
る
の

で
（
た
と
え
ば
、
オ
ペ
ラ
劇
場
と
、
バ
レ
ニ
劇
場
、
各
小
劇
場
）
、
今
後
の
検
討
過

租
（
合
同
部
会
、
専
門
委
員
員
会
、
協
議
会
）
で
の
整
理
が
予
想
さ
れ
る
。

ォ

敷

池

劇
場
に
と
っ
て
敷
地
の
選
厄
は
橋
め
て
重
要
な
間
題
で
あ
る
。
敷
地
は
劇
場

の
規
模
や
連
営
を
規
定
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
劇
場
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
影
善
を

伊
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
国
立
劇
場
と
も
な
れ
ば
敷
地
の
選
定
に
は
最
大

の
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
各
界
の
可
能
な
限
り
の
協
力
が
期
特
さ
れ
る
。
部
会

で
は
、
敷
地
の
条
件
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
項
を
あ
げ
て
い
る
。

①
首
都
の
中
心
で
、
文
化
的
寡
囲
気
を
持
ち
、
文
化
的
生
活
の
拠
点
と
な
り

得
る
よ
う
な
場
所
で
あ
る
こ
と
。

②
国
鉄
・
私
鉄
・
地
下
鉄
等
の
駅
か
ら
容
易
に
到
達
で
き
、
か
つ
、
終
演
後

の
交
通
が
容
易
に
確
保
で
き
る
よ
う
な
場
所
で
あ
る
こ
と
。

③
車
両
の
出
入
に
支
障
が
な
く
、
近
く
に
幹
線
道
路
が
走
り
、
劇
場
と
の
連

絡
が
容
易
で
あ
る
こ
と
。

④
近
く
に
鉄
道
、
高
速
道
郎
、
工
場
、
競
技
場
、
消
防
署
等
の
大
き
い
物
音

の
発
生
源
が
な
い
こ
と
。

⑤
整
っ
た
形
状
を
も
ち
、
高
低
差
の
な
い
土
地
で
、
有
効
便
利
に
使
尼
で
き

る
こ
と
。

⑥
地
盤
沈
下
が
な
く
、
池
質
も
良
好
な
こ
と
。

前
記
施
設
の
種
類
と
規
模
を
前
提
と
し
、
現
国
立
劇
場
の
敷
地
三

0
、
0
四

七
平
方
米
、
東
京
文
化
会
餡
同
一
九
、
二
八
九
平
方
米
な
ど
と
比
較
し
て
考
え

れ
ば
、
第
二
国
立
劇
場
の
敷
地
は
か
な
り
の
広
さ
の
も
の
が
必
要
と
な
る
。
目

下
、
選
定
作
業
が
巡
行
中
で
あ
る
が
、
前
記
条
件
に
合
致
し
、
か
つ
相
当
の
面

積
を
有
す
る
土
地
を
旱
急
に
砿
保
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
施

設
の
高
層
化
、
分
散
建
設
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら

れ
る
。三

、
今
後
の
見
通
し

事
業
専
門
委
員
会
に
お
け
る
審
議

三
部
会
の
報
告
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
必
要
な
事
虚
を
ま
と
め
て
あ
り
、

重
複
し
て
い
る
部
分
も
、
調
整
を
要
す
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
近
く
事
業
専
rJj

は
、
前
述
の
「
現
代
芸
阻
に
関

と
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
「
舞
台
芸
胆
情
報
セ
ソ
タ
ー
」

、
う
べ
き
旅
設
を
付
置
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る

す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
と
も
＞

l

.

r

r
』

.

.
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）
き
、
倅
月
り
直
要
生
こ
か
ん
が
み
、
独
自
の
部
門
に

ー
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の
規
模
や
運
営
を
規
定
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
劇
場
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
膨
襲
を

な
れ
は
敷
地
の
選
定
に
は
最
大

b
で
あ
る
。
ま
し
て
国
立
劇
場
と
も

与
え
る
か

委
員
会
と
し
て
、
統
一
的
立
場
か
ら
三
部
会
の
報
告
を
整
理
し
、
同
委
員
会
と

し
て
の
協
議
会
へ
の
報
告
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

2

四
九
年
度
以
降
の
計
画

専
門
委
員
会
の
報
告
に
よ
り
、
事
業
、
組
織
、
施
設
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
把

搾
さ
れ
、
一
方
敷
地
の
見
通
し
が
つ
い
て
建
設
予
定
地
の
面
積
そ
の
他
の
諸
条

件
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
具
体
的
な
建
設
計
画
の
策
定
に
と
り
か
か
る
こ
と
に

な
る
が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
現
段
階
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る。
四
九
年
度
1
1
基
本
計
画
策
定
五

0
年
度
1
1
基
本
設
計
五
一
年
度
1
1
実
施

設
計
五
二
年
度
1
1
整
地
・
着
工
、
法
律
案
国
会
提
出
五
三
年
度

Il完
成
、

開
場
3

四
九
年
度
概
算
要
求

右
の
巡
行
計
画
に
基
づ
い
て
、
次
の
よ
う
に
総
額
約
二
、
六

0
0
万
円
の
要

求
を
し
て
い
る
。

ア

基

本

計

画

の

策

定

一

、

一

四

0
万
円

現
国
立
劇
場
の
場
合
と
同
様
に
、
専
門
家
を
非
常
勤
職
員
と
し
て
任
命
し
、

協
議
会
に
お
け
る
審
議
を
基
礎
と
し
て
建
設
に
必
要
な
具
体
的
な
諸
条
件
を
整

理
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
基
と
し
て
建
築
事
務
所
に
委
託
し
て
総
合
的
基
本
計
画

を
策
定
す
る
。

イ
設
立
準
備
協
議
会
の
継
続
開
催
一
、
一
三
一
万
円

引
き
続
き
右
協
議
会
を
開
催
し
、
公
演
事
業
に
つ
い
て
一
層
具
体
的
に
審
議

し
、
及
び
管
理
、
運
営
、
施
設
、
新
芸
術
大
学
等
（
芸
術
家
、
技
術
者
の
養
成
）

に
つ
い
て
一
層
深
く
審
議
す
る
ほ
か
、
新
た
に
舞
台
芸
能
情
報
セ
ン
タ
ー
及
び

専
属
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
独
自
の
部
門
を
設
け
て
検
肘
す
る
こ

1

葛
萬
耳

F
弓
j
舌

ー

i
(
；＇

u-i

め
て
あ
り
、
冗

l、●

;

9
し．

9r[

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
必
要
な
事
項
を
ま
と

―
―
一
部
会
の
報
告
は
、

ivi 

「ヤ

4"＂-

塩
津
有
彦
）

と
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
「
舞
台
芸
詣
情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
、
前
述
の
「
現
代
芸
胆
に
関

す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
と
も
い
う
べ
き
旅
設
を
付
置
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る

部
会
報
告
に
基
づ
く
も
の
で
、
事
柄
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
独
自
の
部
門
に

よ
っ
て
十
分
に
審
議
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
「
専
属
ォ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に

つ
い
て
は
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
．
ェ
等
の
定
期
的
上
浪
と
そ
れ
ら
の
水
準
の
向
上
の

た
め
に
、
ま
た
各
穂
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
必
要
な
専
属
ォ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

つ
い
て
、
規
模
、
運
用
型
態
、
楽
員
の
募
集
方
法
、
契
約
方
法
発
足
時
期
等

に
つ
い
て
独
自
の
部
門
に
よ
り
十
分
に
審
議
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ウ

外

国

施

設

等

実

情

調

査

二

三

0
万
円

劇
場
施
設
、
専
属
ォ
ー
ケ
ス
ト
ラ
運
営
に
つ
い
て
の
諸
外
国
の
事
情
を
闘
査

す
る
た
め
二
入
を
派
遣
す
る
。

工

国

内

施

設

等

調

査

八

四

万

円

第
二
国
立
劇
場
の
対
象
と
す
る
芸
能
は
、
酉
欧
の
伝
統
に
根
ざ
す
も
の
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
極
め
て
普
遍
性
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
悦
界
各
国
に
お
い

て
広
く
親
し
ま
れ
、
今
や
人
類
共
通
の
財
産
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
わ

が
国
に
お
い
て
も
、
あ
る
も
の
は
つ
と
に
義
務
教
育
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た

大
学
に
お
い
て
養
成
教
育
が
行
わ
れ
て
き
た
の
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
の
―
つ
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
芸
能
は
、
一
国
の
文
化
水
準
を
示
す
世
昇
的
尺
度
の
―
つ
で

あ
る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、
経
済
大
国
を
誇
り
、
文
化
国
家
を
標
榜
す

る
わ
が
国
と
し
て
、
内
容
、
外
観
共
に
斯
界
に
誇
り
得
る
第
二
国
立
劇
場
の
一

日
も
早
い
実
現
が
切
に
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
文
化
庁
文
化
部
文
化
普
及
課
長

- 53 -


